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要旨 

 「やる」は、日常よく使われる基本語と言える語であるにもかかわらず、初級日本語教科書での扱

いは限定的であり、多くの学習者には「やる」の用法を正確に学ぶ機会すら提供されていない。しか

し先行研究からは、「やる」には多様な用法があり、特に対象が特定されず使われる場合に自らの意志

を表すことがわかる。そこで、日本語母語話者の使用する「やる」を語用論的な角度から分析すると、

「発語内の力」が発揮されるという考察に至った。これらを踏まえたうえで、意味論と語用論の側面

から「やる」の働きを分類し、日本語教育の学習段階別に「やる」を導入するシラバスを提案する。 

キーワード：意志を肯定的に表す、発語内の力、学習段階別シラバス 

 

はじめに 

「やる」は、日本語母語話者の生活場面で使用頻度の高い語の一つであるが、辞書を調べても、授

受や移動以外は「する」の代わり、くだけた言い方、または俗語的といった説明が一般的である。と

ころが実際に使用されている場面を観察すると、思いのほか幅広い意味・用法があり、しかも「やる」

には、自らの意志を肯定的に表す働きがあることに気づく。 

例えば次の文は、「やる」が公式に使われたものである。 

 

やらされていると思うか 

自らやると決意するか。 

微妙な一念の違いで 

結果は大きく変わる。 

喜び勇んで使命の道を！      （「わが友に贈る」『聖教新聞』2019.11.13） 

 

これは、創価大学創立者でもある池田大作の箴言であり、私的なものではない。この「やる」は俗
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語とは言い難く、「自らすると決意するか」などと言い換えることもできない。母語話者はおそらく、

この「やる」から、自らの受け身的な思考を反省し、自ら行動を起こす決意をするであろう。しかし、

なぜ、「やる」はこのような使われ方をするのだろうか。 

本稿では、自らの意志を肯定的に表す「やる」について考察するとともに、その働きを分類し、日

本語教育に導入して、学習者が自然に使えるようになることを目指すものである。 

 

Ⅰ．先行研究 

動詞「やる」の現状の確認にあたり、歴史的考証を重視する『日本国語大辞典第二版』(2002)（以

下『日国』）と、現代語の使用実態に敏感な『三省堂国語辞典第七版』(2014)（以下『三省堂』）を参

照する。これらの辞書から、「やる」の本動詞、補助動詞、俗語の記述と、さらに自らの意志を肯定的

に表す「やる」について確認しながら、関連する先行研究にも併せて言及する。 

まず、本動詞「やる」の古い用例は、上代（『日国』〔一〕⑴⑵『万葉集』）のもので、現在も同様（『三

省堂』🈩①②）の移動動詞である。もう１つ、上代の用例（『日国』〔一〕⑶『万葉集』）のものと、現

在（『三省堂』🈩③）の授受動詞も、基本的な用法だろう。 

さらに、「ある動作や行為をする。『する』よりも俗ないい方」の近世「とりはづしてずいとやり、

（後略）」（『日国』〔一〕⒆）『咄本』）という記述では、この用例を堀口(1984;34-35)は、「『する』に

言い換え可能の『やる』の用法の中に入れられることもあるのであろうが、両者は異質な表現だった

のではなかろうか」と述べ、同じ用例について豊田圭子(2014:48)でも、「ヤル」は「前代の用法であ

った〈事物の進行〉の『事物』の部分が抽象化（希薄化）し、概念的な名詞もとることができるよう

になったもの」としている。つまり本来は、「する」の代わりではなく「やる」特有の動作の用法だっ

たと考えられるが、現在では単に、「する」や「動詞」の代わりの用法（『三省堂』🈩④⑤）という記

述である。しかし現在でも、中本(1986:40)は「～をする」と「～をやる」の比較から、「『する』が、

行為や変化、そして基準による判断処理や状態など、広い意味領域に用いられるのに対し、『やる』は、

『する』と類義の関係を結ぶときには行為だけに限って用いられ、しかもその行為は意志的なものに

用いられる」と述べ、意志的な行為の場合が「やる」だとしている。これに関連して、大塚(2002:7)

は「～ヲする／やる」では、「『する』は専ら機能動詞として働き、『やる』は機能動詞から実質動詞ま

で広い用法をもつ」としている。これは村木(1980:18)が、「においが する」と「におう」について

「連語の名詞部分が、実質的意味（あるいは素材的意味、語彙的意味）をにない、動詞部分は、本来

の実質的意味をまったくもたないか、もしくはほとんど失っていて、もっぱら形態論的かつ統語論的

な役割をはたしていることがうかがいしれる」として、この「する」を「機能動詞」と定義したもの

で、大塚(2002:17)では、名詞と結合した「～ヲする／やる」の実質的意味の有無と「する」と「やる」

が実質動詞か機能動詞かということを 13項目に分類している。これらの研究から、「やる」を「する」

に置き換える用法については、書き言葉において「する」は機能動詞、「やる」は機能動詞、実質動詞
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の両方の用法を持つということがわかる。 

次に、補助動詞「～てやる」について確認すると、中古の用例（『日国』〔二〕⑶㋑『落窪物語』）が

古く、現在（『三省堂』🈔①）と同じ移動の補助動詞である。さらに近世と近代の用例（『日国』〔二〕

⑶㋑『滑稽本』『雁』）と、現在の「利益をあたえる／害をあたえる」（『三省堂』🈔②③）では、恩恵

と非恩恵としての授受の補助動詞として記述されている。 

しかし、ここで重要なのは、「動作が強い意志を持って行われることを表す」近代の用例「(略)見

せ附けて遣(ヤ)ることが出来る」（『日国』〔二〕⑶㋺『青年』）という、意志性に関する記述である。

日本語教育の分野でも、庵ほか(2001:168)で「授受の補助動詞表現の恩恵を表さない用法」として

「『～てやる』は⑴いつか偉くなってやる！のように動作を遂行する決意や強い意志を表す表現とし

て用いられることがあります」とあるように、強い意志を表す用法があり、これに関連して、豊田豊

子(1974:81)が「もとになる動詞がどの方向に働くかが、すなわち動作の方向が補助動詞『やる』と

助詞によって明確にされる。しかしその主体の動作が対象である相手に受け入れられるか否かは関係

ないのである。それは、もとになる動詞がもともと話し手の主観によった表現であるからである。」

と論じている。つまり補助動詞「～てやる」は、主観によって不特定の対象に使われる場合、自らの

意志を誇示し行動を起こす用法があるということである。しかしそれが、本動詞「やる」の、自らの

意志を肯定的に表す用法にどのようにつながるのだろうか。 

この、「やる」と「～てやる」ついて、堀口(1984:40)は「前者が本来的な用法で後者が二次的な用

法であるようにいわれることが多いが、（中略）両者は伯仲している。利か害かは、もっぱら上の動詞

で示される意味によって左右される。が、この『やる』の基本的意味は、その行為が相手に及ぶこと

を表すというよりは、その行為を完全に遂行すること(ﾏﾏ)表すものであったのではなかろうか」と述

べており、両者は重複する使われ方をしていたと考えられる。現在でも、本動詞「成果を上げる」の

「やりました、ついに初優勝」（『三省堂』🈩⑥）と、補助動詞「がんばって実現する」の「何として

も合格してやる」（『三省堂』🈔⑤）は、意味が重複し用例の対象は不特定である。この場合、補助動

詞は自らの意志を誇示して行動を起こし、本動詞は行動した成果と考えると、「～てやる」→「やる」

→「やった」というアスペクトのような働きにおいて、意志を表す連続性が認められる。つまり「や

る」の補助動詞と本動詞は、対象が特定されず使われる場合に自らの意志を表す共通点があると言える。 

最後に、意志性が強いと思われる、俗語としての「やる」を見てみよう。近世の「だます」（『日国』

〔一〕⒁）と、現在の「被害を受ける」（『三省堂』やられる②）の記述をはじめ、現在と同じ意味記

述は全部で 6 つある。「やる」の俗語性については、大塚(2006:39)が、新聞記事を検証し「話しこと

ば性質の強さ」と「様々な卑俗な用法の存在から『やる』の卑俗性という性質が検証された」として

「やる」の「俗語性」を結論している。また國弘(2007:55)は、ラジオ会話中の「やる」を分析し「会

話の背景を理解できていれば、その意味するところを『やる』一語で示すのみで、全てを発言しなく

てもよいこととなる。この用法は表だって口にしにくいことを述べる場合にも有効であり、この点を
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もって、『やる』が俗語的とされる理由と考えられる」と述べている。しかしどちらも、その意志性に

ついては深く言及していない。 

そこで、ここでは自らの意志を表す用法の一端と捉えているので、辞書に記述はなかったが、大塚

(2006:39)で述べられている「悪習となる嗜好／病気の経験」の用法を加え、これら「やる」の俗語を、

表 1のように、用例にして意志性の強さの順に並べてみた。 

 

表１：俗語的な「やる」の意味・用法と意志性 

 

 

このように、用例と意味・用法を並べてみると、俗語としての「やる」は「する」に置き換えられ

ない用法であり、対象を攻撃する用法に意志性が強く表れていることがわかる。 

以上、現状の「やる」については、補助動詞等もを含めると意志性を表す意味・用法は見られるも

のの、決定的な自らの意志を肯定的に表す用法についての記述は見当たらない。 

 

Ⅱ．日本語教育における「やる」 

 ここで、現在の日本語教育における「やる」の扱われ方を確認しておこう。その確認は初級教科書

に限定1する。知名度の高い『みんなの日本語初級Ⅰ・Ⅱ第 2版本冊』（スリーエーネットワーク編 2012・

2013）と、大学進学目的の『初級日本語上・下』（東京外国語大学留学生日本語教育センター編 2011）

の 2 種類である。これらで「やる」は、授受表現、いわゆる「やりもらい2」表現として、補助動詞、

移動動詞とともに学習項目にあがっている。そこで、そのほかの用法の扱われ方とその問題点を探っ

ていく。その基準として、日本語教育にどのように語彙を取り入れるべきか記した森田(1991:100-101)

 
1 中級教科書では、『ニューアプローチ中級日本語[基礎編]改訂版』(小柳昇 2004)の「やる」をすべて抜き出した

中に「やる気・やっておく・やればできそう・やってみたい・最後までやりましょう・やってみたら・やるから

にはしっかりやれ」等、初級にはないものもあった。『J. Bridge ジェイ・ブリッジ』(小山悟 2002)は 6文のみ

で、すべて初級と変わらないものだった。いずれも他の文型メインでランダムという点では初級と大差なかった

ため本文から除いた。 
2 現在では「あげもらい」が多い。庵ほか(2000:110)では「以前は『花に水をあげる』や『犬にエサをあげる』

はおかしいとされていましたが、『あげる』が『やる』よりも丁寧な言葉であるという意識から許容されるように

なってきています」と、「やる」は目上からに限定され、授受表現からも「やる」はごくわずかしか扱われない傾

向にある。 
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が、先行文献3として挙げている、小泉ほか(1989: 524－526) の「やる」に関する記述4には、「⑸ある

ことを行う」の用例に「タバコ・酒・一杯」の目的語や、「⑹痛めつけたり害を加えたりする ⑺生活

する ⑻病気にかかる」等、俗語としての用法もあるため参照する。該当の用法の番号と、目的語の種

類から「やる」が含まれる文を分析する。なお大塚(2002:17)の分類も参照する。 

まず、『みんなの日本語初級』の初出は、16課「大学までどうやって行きますか」の学習項目で「ど

うやって」は新出語彙である。それ以降の「やる」が含まれる文は、14か所あるが別の文型の練習問

題に突然出てきており、すべて「⑸あることを行う」用法である。目的語の種類と、数をあげると「仕

事 4／勉学 3／動作 3／練習／催し事／習い事／料理」であった。その用法のうち、特に疑問なのが、

6 課で「うちで宿題をします」と学習したものを、29 課では「やる」の意味・用法に関して何も学習

しないまま、わざわざ「宿題はもうやってしまいました」で練習させることである。このように「や

る」は、学習項目として扱われていないだけでなく意図的な配置も見て取れない。結果的に学習者は

「する」の代用と受け止めるであろうが、なぜ「やる」が使われているのか、どういうときに使用す

るのかを理解するのは困難である。 

次に、『初級日本語』の初出は、10課の練習問題「やきゅうをやります」「やり方」である。これら

「やる」の文は、練習問題、本文、文型など全部で 32か所ある。ほとんどが「⑸あることを行う」の

用法で、その目的語の種類は「仕事 6／運動 5／勉学 4／集団活動 3／練習 3／動作 3／行為／職業／

商売／催し事」である。しかし 26 課「何でも責任持ってやる」では、目的語が明示されていないが、

文脈から目的語は「生活全般」とわかり、唯一「⑺生活する」用法である。さらに注目されるのは、

副詞「一生懸命に・急いで・熱心に」を伴った意志や意欲を感じさせる「やる」の文である。『初級日

本語』は『みんなの日本語初級』と比べて、多様な「やる」の用法が出てくるが、やはり学習項目と

して取り上げられていない点が残念である。 

どちらの教科書も、各所に出ているほとんどが「する」の代わりで、「⑸あることを行う」用例の飲

酒や喫煙に関するものや「⑹痛めつけたり害を加えたりする」「 ⑻病気にかかる」という用法はない

が、初級ではふさわしくない、必要ないという判断かもしれない。さらに肯定的に自らの意志を表す、

といった使われ方の「やる」は見当たらない。結果的に、目的語の種類を分類しても、どのようなと

きに「やる」が使われるかを多少は類推できるが、なぜ「する」でははなく、「やる」が使われている

のか違いがわかりづらい。大塚(2014:59)でも『みんなの日本語』と他の初級教科書の 2種類の教科書

中の「やる」が含まれる文を調査し「どちらも練習や問題の中に出てくる表現であり、積極的に教え

 
3 「特に文法的意味を持つ語彙を中心に、各語ごとにどのような文型を形づくるか、文型表をまとめてみること

も大切な仕事と言えよう。幸い、以上の作業には、すでにいくつの先行文献〔注(小泉ほか編 1989)(森田 

1994)〕があるのでそれらを参考にし、叩き台にして、より詳細な、より実用化の高い調査研究を進めることを期

待したい」 
4 「やる 遣る」【意味・文型】の⑴～⑽のうち上記以外の項目と、【複合動詞】を除く、【文法情報】【語形】【慣

用句】【類語】にあった記述は、いずれも授受・移動の意味。 
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るのではなく、少しだけ例を入れるという形で示されている。『やる』には卑俗な表現も見られるため、

すべてを初級で教える必要はないが、『する』との違いについては説明がある方がわかりやすいだろう」

と述べている。 

以上のように、初級日本語教科書においては、「やる」の意味・用法を、文型として整理した形で提

示してはいないということがわかる。 

 

 

Ⅲ．日本語母語話者の話し言葉と談話における「やる」 

前章まで、「やる」についてのさまざまな記述を確認したが、自らの意志を肯定的に表す使われ方は

見落とされていた。そこで、実際の母語話者の話し言葉と談話から、「やる」がどのように使われてい

るのか分析し、「やる」の「発語内の力」という視点から考察する。 

 

1．話し言葉における「やる」 

はじめに、実際に母語話者が使う「やる」について考察する。まず、(A)の宇多田ヒカルのインタビ

ュー映像の話し言葉から、「やる」が使われる文脈、発話動機、発話意図、意味等を分析する。 

 

(A) ナレーション：宇多田が自身の音楽づくりで貫き通す思いがある。 

—ものづくりは、冒険— 

宇多田：やれる㋐ことをやっても㋑本当に意味がないと思ってるので。やって㋒みてどうな

るのかわからない、もしくはやれる㋓かどうかわからないことをやる㋔っていう

のが、ものをつくる現場なので。（後略） 

(NHK総合テレビ「プロフェッショナル仕事の流儀宇多田ヒカルスペシャル」2018.7.16放送) 

 

(A)の、下線部分の㋐は、ナレーションの文脈から「これまでの自身の音楽づくりの過程」と受け取

れ、㋑は「(その過程を)同じようにたどっても」となる。続いての㋒は前の文脈を受けて後の文脈へ

と続く意味から「これまでと違う音楽づくりに挑んで」みて、と解釈でき、㋓は「それに挑んでみて

これまでと違う新しい音楽をつくれる」かどうか、という到達点が見えない心理状態を表し、㋔は「そ

れでも紆余曲折しながら新しい音楽をつくるために挑む」という意志が感じ取れる。試みに、下線部

分を「する」にした(A)′はどうだろうか。 

 

(A)′宇多田：できることをしても本当に意味がないと思っているので。（作曲）してみてどう

なるのかわからない、もしくはできるかどうかわからないことをするっていう

のが、ものをつくる現場なので。 
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(A)′は、（作曲）を補えば文法的には問題ないが、一瞬、何をするのか、という疑問が生じ、これ

から新しい音楽をつくることに強い意志を感じられず、ものづくりにそれほどの情熱や意欲を感じ取

ることができないものになる。 

次の(B)は、同じシリーズの番組、吉永小百合のインタビュー映像での話し言葉である。 

 

(B)          —プロフェッショナルとは— 

吉永：そうですね。とにかく映画が好きで、この世界でずっとやってきました㋕し、そうい

うことってのがプロフェッショナル、なのか、どうか、ちょっと自分ではわからない

ですね。（中略）あの、これからも、皆さんに見ていただけるような作品に、出られる

ように、しっかりやりたい㋖と思います。 

(NHK 総合テレビ「プロフェッショナル仕事の流儀吉永小百合スペシャル」2019.10.26放送) 

 

(B)の、㋕では、映画という世界に人生のすべてをかけて取り組んできたという印象を受けるが、

これが「ずっとしてきました」であったら伝わらない。最後の㋖も、前文脈から、映画という世界

で、多くの人に求められる作品に取り組んでいきたい、という彼女の決意と受け止められる。これ

は、「しっかりしたい」とまったく違う意味である。 

このように、母語話者の話し言葉において「やる」は頻繁に使われているが、「する」の俗な言い方

とは言えない。第一、「する」に置き換えた場合では、受け取る印象がまったく違い、何より話し手の

意図が伝わらない。ここでの「やる」には、人生の葛藤や困難といった過程を踏まえて、挑む、挑戦

する、といった、宇多田や吉永の決意を、説明なしに理解できる働きがある。つまり、公式の場で、

「やる」が自らの意志を肯定的に表す使われ方をしていることが観察できるのである。 

 

2．「やる」の談話における発話状況 

次に、母語話者の談話を考察するにあたり、語用論の観点から、山岡ほか(2018:10-13)の、「発話の

効力を決定する発話状況の諸要素」である「[1]発話参与者(話者、聴者) [2]言語的文脈 [3]非言語

的文脈 ①共有知識②社会通念③場面」を参照する。これらの要素を、実際の母語話者の談話におけ

る「やる」にあてはめ、話者の発話意図の効力を分析する。 

次の(C)は、不動産屋を営む斎藤さん(女性 30代)の、ドキュメンタリー番組の一場面である。 

 

(C) ナレーション：簡易宿泊所を出て新しい生活を始めた渡辺実さんです。(中略)話の最後に、

渡辺さんが切り出したのは、自分の父親のことでした。 

齋藤：そっかそっか。 

渡辺：で、お父さんとも、あの自分が、2 歳とか、そんぐらいの頃に、離婚しちゃったん
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で、顔も、覚えてなくて。 

齋藤：うん、うん、うん。 

ナレーション：母親に引き取られた渡辺さん。父親の記憶は全くありません。どんな人な 

のかずっと知りたいと思ってきました。3年前、その父親の消息がつかめ 

ました。(中略)渡辺さんは、会いに行くべきかどうか迷い続けてきました。 

齋藤：毎日毎日やっぱ後悔ないようにね、生きといたほうがいいじゃん。 

絶対そう思う。 

渡辺：うん、うんうんうん、ああ、ああ、ああそうだね… 

齋藤：私はだからやりたいな、と思ったら、まあやってみる。まず。 

渡辺：まず、こう、早めに行動… 

齋藤：まずやっちゃう、やるやる。やって、そのあと考える。 

渡辺：ああ。 

齋藤：あ、やっぱり失敗した、ってこともあるよ。 

渡辺：ああ、まあまあまあまあ… 

齋藤：でもそれはそれでいいじゃん。 

渡辺：ま、やってみないと分かんないとこもあるしね。 

齋藤：そうそうそうそう。だからもう会いたいと思うんだったら、まずそれは今 

会う時なんだよ、きっと。 

渡辺：うん、うんうん、うん早くね… 

齋藤：行っちゃたらいいよ… 

渡辺：うん… 

ナレーション：2週間後、渡辺さんは父親が住む富山県へ向かっていました。 

（NHK総合テレビ「目撃！にっぽん おせっかい不動産」2019.4.7放送） 

 

[1]発話参与者は、齋藤さんと、齋藤さんに日ごろから世話になっている渡辺さん（男性 40 代）で

ある。実際の談話はナレーションの内容で展開され、渡辺さんの迷いは[2]言語的文脈となっている。

それを聞いた齋藤さんの「やりたいなと思ったらまずやってみる」には「やる」の具体的に指し示す

事柄が、言語的文脈からも、[3]非言語的文脈からも見つからない。渡辺さんが少し戸惑って「早めに

行動…」とつぶやくと、齋藤さんはたたみかけるように「やる」を連発し「そのあと考える」と付け

足している。これは、齋藤さん自身の経験を強調しておりアドバイスではない。この「やる」には、

苦しいことや困難なことがあっても何度も挑戦してきたという齋藤さんの意志を感じることができる。

渡辺さんもそれを感じ「ああ」と納得の相づちを打ち、さらに齋藤さんの「失敗したってこともある」

「それはそれでいいじゃん」で、ようやく納得したように「やってみないとわからない」と発話して
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いる。この最後の「やる」には自らの心の葛藤を振り払って挑戦しようという決意が感じられる。 

 

3．「やる」の「発語内の力」 

前節の(C)をもう少し詳しく分析してみよう。(C)の発話参与者の言語的文脈を見ると、「やる」の目

的語は見当たらず、非言語的文脈の①共有知識②社会通念③場面にも当てはまらない。しかし、話者

から聴者に、「やる」が、意欲、自発、積極性、挑戦、といった意味として伝わり、話者の経験を補う

ことで、聴者が、その「やる」の「（何か）行動する」ことと、さらにその中の「自らの意志を持って

それを行動に移す」という意味を理解していると考えられる。それは、「やる」が持つ、Austin(1962:99-

108)の「発語内の力 (illocutionary force)5」と言えるのではないだろうか。 

Austin(1962:150-160)は、いくつかの遂行動詞(performative verb)を分類している。「やる」をこ

の遂行動詞とすると「dare , defy , challenge」が近いが、完全には一致しない。しかし、「やる」

と訳すことがあるこれら 3つの動詞は「態度表明型(Behabitives)」に分類されている。Austinは「態

度表明型」についてその境界線が重なる部分も示唆し、他人や自分の行為に対する態度や、自分の感

情を表出する態度なども含まれるとしている。これは、(C)において、「やる」の「（何か）行動する」、

さらにその中の「自らの意志を持ってそれを行動に移す」という分析に通じるものがある。そこで、

Austin(1962:99-108)の「発語行為(locutionary act)、発語内行為(illocutionary act)、発語媒介行

為(perlocutionary act)」の観点からこの「やる」という動詞を考察しよう。発語内行為とはその発

話の目的であり、発話状況において実際に発揮される効力が「発語内の力」であるが、「やる」の発語

内効力は、発話状況に応じてさまざまに発揮されている。あらためて、このような視点から(C)の「や

る」を見てみると、齋藤さんの発話、「やりたいなと思ったらまずやってみる」の発語行為は、〔私は

(何かを)やる〕であるが、発語内行為は、〔私は挑戦してきた／している〕であろう。それが渡辺さん

に伝わっていないと見ると、即座に「まずやる、やってその後考える」と、自分のこれまでの経験だ

という発話を付け足し、〔私は挑戦してきた／している〕という発語内行為を強調している。すると、

渡辺さんは納得しかけ、さらに斎藤さんが自分の失敗という経験をも付け足すと、斎藤さんの「やる」

の発語媒介行為と思われる〔あなたも挑戦した方がいい〕が、渡辺さんに伝わり、「やってみないとわ

からない」という発話を引き出したと考えられる。このような、談話の一連の流れの中の「やる」に

は、話者の、主観的な、経験やその結果の経緯を裏付けにして、これから起こす行動の目的までをも

「やる」が表し、聴者に、そのような「やる」による話者の意図を共感させるという働きがあると考

えられるのである。 

この、談話における「やる」の働きは、冒頭の箴言や、インタビューでの話し言葉にも共通する特

徴だと言えるだろう。「わが友に贈る」では、いきなり「やらされていると思うか」という一文に、目

 
5 坂本百大邦訳(1978)、引用ページは原文。  



創価大学大学院紀要・第 42 集・2021 年 3 月 

－ 370 － 

的語が無いにもかかわらず、読み手の主観的な、マイナス思考による行動の経験に結び付ける働きを

し、「自らやると決意するか」で、やはり主観的に、自らのこれからのプラス思考の行動を決意すると

いう働きがあると考えられる。またインタビューという公式の場での、(A)の宇多田と、(B)の吉永の

発話状況も、共通して、自らの人生の経験や、結果の経緯やこれからの行動の目的を、主観的に語る

うえで、より聴者に共感される表現として「やる」が使われていると感じられる。さらに談話におい

ては、話者と聴者に、非言語的文脈①共有知識②社会通念と言ってもいいほどの、自らの意志を肯定

的に表す「やる」が使われているのではないだろうか。 

以上のように、母語話者が使う「やる」には、発話状況による推意も相まって、より発話参与者間

の共感部分に働きかける意味・用法がある。つまり、「やる」という動詞には、話者の自らの意志を肯

定的に表すという、「発語内の力」が発揮される働きがあると考えられるのである。 

 

Ⅳ．「やる」の発話内での働きの分類 

前章まで、「やる」には、自らの意志を肯定的に表す用法はあるのかという視点を中心に分析してき

たが、話し言葉や談話には断片的に現れるものの、その用法の記述は見落とされている。しかし「や

る」の意味・用法を日本語教育で扱うためには、「やる」の働きを分類して提示する必要がある。そこ

で自らの意志を肯定的に表す「発語内の力」が発揮されるという点を軸に、新たに「やる」の発話内

での働きの用例を作成し、分類することとする。 

分類基準は、発話者の意図が発揮される、意味論、語用論の側面を取り入れた用例を作成し、さら

に山岡ほか(2010:122)の「文機能とは、主語の人称と述語の語彙・形態・時制の計 4 項目の命題内容

条件が満たされた場合に、発話状況に関わりなく文形式そのものが持つ機能を概念化したものである」

という「文機能」の考察も加え、用例が遂行動詞として機能しているかどうか、山岡(2000:85-86)の

「〈遂行〉の命題内容条件6」を参照して検証する。 

 

1．「やる」の働きの分類 

はじめに、「する」に置き換え可能な「やる」の働きの「生活・学業・スポーツ・職業・行事・催事・

放送」は、「やる」の意味・用法として位置づけられているため除外する。 

表２が、「やる」の働きの用例を上述の基準にしたがって分類したものである。 

まず、１の分類は各働きの範疇で、「意志表出」は自らの意志を強く表し行動を起こそうとするもの、

「経過状態」はそれぞれの働きの場面や対象に応じた意志性や評価性が現れるもの、「状態結果」は結

果となる過去形である。２の分類は各働きで、３は用例である。４は、その用例の文機能を、非過去、

過去で検証している。そして「意志性」には、強弱を示すために矢印と音楽記号(例：Ｆ＝フォルテ)

 
6 〈遂行〉の命題内容条件 ①述語が遂行動詞であること ②主語が第 1 人称動作主格であること ③非過去時

制接辞-ruを接続すること ④モダリティ付加辞を接続しないこと ⑤アスペクト接辞-tei-を接続しないこと 
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を付し、最後に「評価性」(＋－）を付けた。 

「意志表出」は、例えば「決意」(２)「民衆のための平和外交を 必死で やり抜きます」(３)は、

「必死で」などの「やる」によく使われる副詞や、複合動詞、補助動詞、複合名詞も「やる」の意味

が強いものを入れたため、用例が文機能の〈遂行〉にならないものもある。さらに「攻撃」(２)「試

合後半で一気にやれ」(３)は、監督の発話で、主語は第１人称動作主格ではなく、動詞形態は命令形

である。しかし３の述語部分を置き換えた４では、主語が第１人称動作主格の、選手の発話で〈遂行〉

となる。「挑戦」「強要」(２)も可能形、命令形の用例だが、４では言われた側の発話で〈遂行〉とし

てその働きは維持され、この範疇に分類できる。このような文機能の検証で、「意志表出」の範疇は、

すべて〈遂行〉と判断できる。 

 

表２：「やる」の用例と分類
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図１：意志性と評価性による「やる」の位置づけ

 

  

「経過状態」は、主語が第１人称動作主格ではないものが多い。特に「人間関係」「進行状況」(２)

の「やっていられない」「やっている」「やってこられた」(３)などは、複合動詞としての意味が強く

作用し、４では非文となる。しかし「する」には置き換えられない「やる」として日常的に使われる

ため、「経過状態」の範疇として分類した。 

「状態結果」は、すべて、非過去時制「やる」(４)では非文となる。特に「失敗敗北」「被害」(２)

については、動詞形態は受身形という点でも〈遂行〉の文機能ではない。しかしそれ以外は、すべて

過去時制「やった」(４)では許容され、実際の発話状況や発話場面で、話者の主観的な「やる」の働

きとして使われるため「状態結果」の範疇とした。 

図１は、これらの各働きを、「意志性」と「評価性」をもとに配したものである。これを見ると、各

働きには連続性が認められる。特に「意志表出」の範疇は、発話動機の時点での発話で、これから何

か行動を起こすという発話意図から、自らの意志を表し、なおかつ強い意志性を持つものである。特

に、「意志表出」の範疇のうち、評価性のプラス部分が、今まで取り上げられることのなかった、「や

る」の、自らの意志を肯定的に表す働きである。このプラスの部分が目指すのは、「状態結果」の範疇

の「成功・勝利」だが、意図せず「失敗・敗北」となる場合もある。その中間に位置する「経過状態」

の範疇は、「やる」の主観的な性質の過程と捉えることができ、「状態結果」の範疇は、「やる」の経緯

がプラス、マイナスに分かれた結果である。最後の「被害」に意志性はないが「やられた」の評価性

は「やる」特有のものと捉え「意志性」の外に配した。 

以上、話者の主観的な「やる」の「発語内の力」の発揮を想定し分類したが、これで、自らの意志

を肯定的に表す働きを、「やる」の用法として記述できるものと考える。 
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Ⅴ．日本語教育における「やる」の指導のためのシラバス案 

本章では、本稿の最終目的である、日本語教育に「やる」を導入するためのシラバスを作成する。

なぜなら、Ⅲ．で見たように日本語教育では「やる」の用法は計画的な指導が行われていない。 

そこで、前章の「やる」の働きの分類とともに、CEFR の Can-doの基準を用いた、初級 A1・A2、中

級 B1・B2、上級 C1・C2 に相当する、JF 日本語スタンダード「コミュニケーション言語活動カテゴリ

ー」にある「口頭でのやりとり全般」と、『JF日本語教育スタンダード【新版】利用者のためのガイド

ブック』から抜粋し表 3 に挙げた「共通参照レベル：話し言葉の質的側面」を参照し、各段階の言語

能力と言語活動に則した「やる」のシラバスを作成する。 

 

表 3：「参考資料 5 共通参照レベル：話し言葉の質的側面」（抜粋）

 

 

１．学習段階別「やる」のシラバス 

 上述の基準で作成したものが、表 4 である。「やる」の働きを網羅的に振り分けており、おおむね、

各学習段階の言語能力・言語活動にあわせた「やる」が導入できるだろう。 

まず、初級は、現状を見る限り、教科書によって扱われ方が大きく異なることは問題だが、取り入

れるべき「やる」の用法は限られており新しいものはない。初級前半では、表 3の A1の内容にしたが

って、表 2で分類した「経過状態」(１)を中心に、「する」と「やる」の使い方の違いを明確にし、動

詞の活用に「やる」を入れ、「する」との対比の上で導入したほうがよいだろう。初級後半では、「や

る」のみを使う「経過状態」を中心に、A2の基準を踏まえて、「状態結果」(１)の「失敗・敗北」(２)

も加えてよいだろう。いずれにしても「する」には置き換えられない「やる」の使われ方を明確にす

る必要があるだろう。 

次に、中級は、初級で取り入れた用法を踏まえて、上級につながるような、表現の幅を広げる「や

る」の導入が考えられる。中級前半では、表３の B1から、感情や心情を表現できるようにすることが

「使用領域の幅」

A1
個人についての情報や具体的な状況に関する基本的な語や言い回しは使

える。

A2

覚えたいくつかの言い回しや数少ない語句、あるいは定式表現、基本的

な構文を使って、日常の単純な状況の中でなら、限られてはいるが情報

を伝えることができる。

C1

幅広い言葉の使いこなしができ、一般的、学術、仕事、娯楽の幅広い話

題について、言いたいことを制限せずに、適切な文体ではっきりと自分

を表現できる。

C2

細かい意味のニュアンスを正確に伝えたり、強調したり、区別したり、

あいまいさを避けるために、いろいろな言語形式で自由に言い換えがで

き、非常に柔軟に考えを表現できる。慣用表現、口語体表現も上手に用

いることができる。

B1

家族、趣味、興味、仕事、旅行、現在の出来事のような話題について、

流暢ではないが、言い換えを使いながら表現するだけの語彙を十分に有

している。

B2

十分に言葉を使いこなすことができ、一般的な話題についてなら、ある

程度複雑な文を用いて、言葉をわざわざ探さなくても自分の観点を示

し、はっきりとした説明をすることができる。
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重要なため、初級では入れなかった「経過状態」を中心に「意志表出」(１)も取り入れるとよいだろ

う。中級後半では、表３の B2を見ると、かなり表現の幅が広がり、幅広い発話状況に対応する相互行

為が求められ、指導すべき「やる」も多様になる。そのため、自らの心情や感情といったものを適切

に表現することが重要であり、ことさら、自らの意志を肯定的に表す用法が必要だろう。そこでもっ

とも主観的な「意志表出」のうちプラス評価のものを中心に導入し、「状態結果」も加えて指導すると

よいと思われる。 

最後に、上級では、教材の内容も高度になり、学習する表現も日常使用される自然なものに近づく

ため、該当する表３の C1、C2から、上級学習者には、母語話者同士の談話にも難なく対応できるよう

な幅広い表現が必要である。日本語教育では、俗語として従来ほとんど扱われることがなかった「や

る」によるマイナス評価の「経過状態」「状態結果」「意志表出」を学んでおく必要があるだろう。た

だし、言うまでもないことであるが、これらの表現の中には下品、あるいは低俗なものもあり、使用

する場面、対象の人物の選択などを間違えれば、非常に失礼な表現になるということと、あらためて

「する」を「やる」に置き換えられない、表現や場面があるということを理解させておかなければな

らない。 
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 表 4：学習段階別「やる」のシラバス
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おわりに 

 本稿では、「やる」という動詞には、自らの意志を肯定的に表す働きがあるという考えのもと、辞書

や先行研究、日本語教育の現状を概観し、さらに母語話者の話し言葉や談話で使われている、自らの

意志を肯定的に表す「やる」について分析した。その結果、現状の記述では取り上げられていない用

法、つまり「やる」の目的語が文脈や直前になく、不特定の対象に使われる場合の発話行為に、自ら

の意志を肯定的に表す「発語内の力」があるのではないかという考察に至ったのである。それを踏ま

えて、意味論と語用論の側面を統合し、文機能の検証を加え、新たに「やる」の働きの分類を行い、

「やる」の意味・用法がなおざりにされている日本語教育において、「やる」を導入するためのシラバ

スの作成を試みた。 

「やる」という動詞の特性を、多角的な視点から掘り下げ、日本語教師や学習者にわかりやすく、

自然に使えるよう分類し、提示したつもりである。しかし、さらに異なる視点から、「やる」という動

詞のアプローチが可能かもしれない。今後は、このシラバスで「やる」の指導を行った場合、学習者

の自然な会話に生かされるかどうか、という有効性を検証したい。 

本稿が日本語教育における「やる」の指導法改善の一助になれば幸いである。 
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